



































トラテルペンなどが合成される（図１）（Croteau et al, 2005）。
現在までに様々なテルペノイドが単離、同定されその生理活性が明らかにされ
ている。例えば、Tanacetum partheniumが生産するセスキテルペノイドの一種
parthenolideは抗ガン活性を有する（Guzman et al. 2005; Nakshatri et al, 2004;





る（Matsui et al, 2004; He et al, 2001; Park et al, 2004）。他にも抗HIV活性を示
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お よ そ ２ 百 万 人 が 感 染 し 死 亡 し て い る













tion therapies, ACTs; Mutabingwa, 2005）。しか












atrtemsinic aldehyde、dihydroartemisinic aldehyde、artemisnic acid、dihydroartemisinic
acidなどが挙げられた。artemisinin生合成経路を図２に示す。artemisinin生合成
関連酵素研究では、まずFDPを環化しamorpha-4,11-dieneを合成するタンパク質
（amoroha-4,11-diene synthase, ADS）が単離された(Bouwmeester et al, 1999)。
その後、既に単離されたテルペン合成酵素配列を元にADSをコードする遺伝子
が単離され、大腸菌発現系を用いて活性が確かめられた（Chang et al, 2000;
Mercke et al, 2000; Wallaart et al, 2001）。生合成中間体候補物質の構造から、
artemisinin生合成にはシトクロームP450モノオキシゲナーゼ（P450）の関与が示
唆された。このことから、トライコーム特異的に発現するP450の探索と単離が行






とから、後の説が定説となりつつある（Zhang et al, 2008）。また近年、artemisinic
aldehydeならびにdihydroartemisinic aldehydeを酸化しartemisinic acidならびに
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